
「

｛
佛
敏
ε
其
歴
史
に
湖
ず
る
便
利
塞
る
一
般
の
讃
物
れ
る
を
失
に
ざ
る
な
瞬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丙
午
製
版
就
資
行
、
償
、
一
、
○
○
）
戸
茜
閃
〕

　
　
　
　
　
へ
　
あ
　
も
　
ボ
　
も
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
鱒
獅
ロ
ホ
歴
史
閲
圃
錐
　
　
第
四
、
五
b
山
ハ
、
七
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
へ
　
　
　
も

　
　
共
後
鰻
行
ぜ
ら
れ
れ
ろ
本
流
簸
第
四
輯
に
拭
、
英
國
公
使
館
浪
士
観
入
醐

　
の
原
色
版
を
秘
め
ε
し
て
、
上
古
の
用
量
、
聖
徳
太
子
御
像
、
百
萬
塔
陀
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

．
尼
、
賀
茂
瀞
肚
、
強
兵
等
あ
り
、
第
五
輯
に
は
鎌
倉
時
代
の
一
行
風
俗
を
石

山
繰
起
よ
り
換
り
て
彩
色
璽
薫
る
外
、
至
当
版
に
に
・
齋
銃
土
器
の
諸
種

　
の
地
本
的
な
る
も
の
、
渋
隆
謬
言
、
奈
頁
朝
武
器
等
の
あ
纏
。
比
ハ
他
彫
刻
に

て
も
、
東
大
寺
大
南
門
の
こ
王
尊
、
蓮
慶
湛
慶
米
諸
等
あ
り
・
近
搬
に
關
・
し

　
て
は
後
水
尾
、
後
光
明
雨
帝
の
璽
影
を
秘
ψ
隔
光
琳
、
宣
長
等
の
作
品
著
蓮

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

等
あ
り
、
麓
工
ハ
輯
　
に
に
、
慶
長
頃
風
俗
…
の
彩
色
太
甲
版
m
以
下
・
権
原
論
騨
営
、
伊
勢

ゴ、

梛
X
、
古
墳
圓
、
擁
木
正
繊
、
足
利
尊
氏
、
山
国
長
政
に
圏
す
る
も
の
等
，

へ
　
　
も
　
　
も

第
七
輯
に
は
、
蒙
古
蘂
來
圃
、
敷
藁
、
菅
原
濫
翼
、
探
幽
、
幕
府
煤
塵
修
好

優
に
間
す
る
も
の
、
其
他
上
古
装
飾
品
、
腹
當
、
釣
玉
総
の
如
善
あ
り
。
本

、
圃
簸
が
饗
刊
守
防
毎
輯
，
常
に
岡
史
の
魯
時
代
電
各
方
面
に
亘
り
て
滋
く
其

材
料
を
搬
聾
し
認
れ
ろ
は
、
擬
に
江
戸
ド
於
け
る
國
命
数
授
の
塗
考
書
怠
る

の
み
な
ら
す
、
一
般
燈
趣
味
の
瓶
養
に
資
す
ろ
ε
こ
ろ
大
に
し
て
，
編
巻

め
努
ヵ
は
多
妻
べ
き
も
の
あ
り
。
（
肇
馨
圖
響
會
馨
、
曾
潜
門

趨
　
　
　
　
第
三
巻
　
　
紹
　
介
　
　
圃
書

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ

鱒
麺
歴
七
衛

唐
　
言
置
揖

　
も
　
へ
も
　
　
も
　
へ
　
　
　
　
ら

麟
綴
遮
歴
五
巻
　
宍

孫
光
憲
機

　
こ
の
雨
垂
b
μ
其
名
望
に
著
聞
す
れ
こ
も
傳
本
少
く
し
て
皮
家
の
常
に
憾
み

ご
ぜ
し
も
の
を
。
近
年
葉
氏
夢
豪
馨
に
て
排
印
ぜ
る
も
の
に
し
て
、
澱
歴
ほ

も
ε
＋
巻
あ
り
、
天
皇
氏
よ
り
暇
華
に
蓋
る
迄
の
本
紀
を
略
畏
し
，
糧
、
共

君
の
行
泌
賢
妻
を
述
べ
、
且
つ
虞
世
南
の
更
論
を
各
篇
末
に
分
藁
し
て
其
義

を
見
ば
ぜ
ろ
も
の
な
る
が
焦
し
く
夢
留
三
巻
を
削
ぎ
て
聾
百
以
後
の
七
巻
を

罰
し
本
書
亦
睡
り
。
記
箏
多
く
数
取
よ
り
抄
写
也
る
も
の
に
て
麺
鑑
の
先
騒

を
な
ぜ
．
ε
も
、
紘
ハ
滝
川
埠
頭
貯
贈
固
よ
叫
彼
に
「
比
す
べ
く
も
あ
ら
鵡
9
G
彊
・
し
梁
武

帝
傳
は
奥
砂
の
今
に
存
す
ろ
者
診
断
を
最
古
ざ
し
，
虞
氏
の
略
論
も
大
蝋
散

茄伏

ｺ
し
に
．
此
に
頼
り
て
、
侮
梗
概
を
知
る
を
得
べ
し
Q
既
勲
拭
遡
の
頃
迄
盛
行
ぜ

し
が
後
多
く
傳
は
ら
す
し
て
幽
康
全
書
に
も
之
を
牧
め
ざ
り
き
・
綾
略
歴
ぱ

心
高
誠
に
起
り
…
闘
王
審
知
に
箋
る
。
勧
め
十
巻
あ
り
し
か
。
記
事
頗
る
實
を

失
ぜ
し
を
以
て
宋
太
宗
写
し
て
之
を
畿
む
し
め
れ
り
ε
い
ふ
。
今
崩
す
左
灰

五
巻
に
し
て
何
れ
の
蔀
を
割
除
ぜ
し
が
不
明
な
れ
こ
も
猫
麿
及
五
代
の
大
勢

を
線
す
。
そ
の
五
代
の
部
に
主
ε
む
て
蔀
書
に
諮
れ
る
が
、
乾
隆
4
1
永
樂
大

典
よ
り
熊
良
を
抄
輯
ぜ
し
時
転
意
全
く
亡
び
六
る
を
本
書
に
て
補
足
ゼ
リ
ミ

い
ふ
Q

第
二
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二
三
）

匪



’

’

第
三
巻
　
　
紹
　
介

藩
ド
U

　
　
　
　
野
趣
か
蜘
鞭
瀞
夢
聡
警
二
巻
　
　
　
　
今
人
呉
廷
丁
撰

眠轄

p
叢
講
騰
鵬
難
鵬
蝋
纈

よ
り
始
め
、
鳳
翔
、
郷
寧
、
齢
坊
、
讐
昇
等
の
各
鎭
に
つ
き
夫
々
館
度
使
概

．
察
使
の
艦
名
を
年
代
順
F
列
塁
乙
、
之
髭
ハ
事
蹟
を
附
離
し
て
一
々
療
擦
を

明
に
ぜ
り
ψ
然
れ
こ
も
除
雑
あ
り
て
罷
免
な
き
あ
り
〇
　
一
構
或
ほ
殿
年
、
十

．
轍
一
人
な
・
使
者
あ
る
は
更
の
闘
げ
象
う
な
り
。
二
夫
れ
締
度
使
の
上
澄
、
留

後
，
遙
領
に
歪
で
は
離
事
珊
載
6
月
録
ゼ
ず
。
紛
乱
に
魯
鎭
の
名
目
宮
職
等

を
鶉
げ
れ
る
叙
録
を
碧
し
，
・
．
尾
に
方
鎭
の
功
過
避
雷
κ
の
慧
義
け
ろ

　
　
　
　
　
興
。

　
　
　
　
　
あ
　
ゆ
　
っ
　
モ
　
ね
　
へ

　
　
　
　
北
宋
縄
撫
日
表
二
岱
　
　
　
　
災
硅
樂
撲

朱
太
宗
即
讐
て
若
く
ギ
鎭
を
膜
こ
舘
察
に
伍
す
る
あ
些
郡
を
領
で

あ
に
過
ぎ
甲
ご
り
ε
が
、
威
李
以
來
気
概
頻
り
に
起
り
て
事
あ
ろ
毎
ロ
安
撫
を

第
二
號
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潮
入
　
（
三
二
購
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置
き
、
㌶
れ
ば
則
ち
之
を
省
け
り
6
寳
元
以
後
夏
遼
の
難
盆
烈
し
き
に
棄
り
、

灘
灘
騰
灘
擁
繊
轍
擬
耀
騰
燃

　
　
　
　
　
三
門
史
考
勲
樒
隅
親
四
十
二
懲
　
　
　
　
滴
　
王
頒
鮒
編

　
　
明
山
鑑
…
一
一
百
瓢
一
十
｛
ハ
巻
に
軸
鋤
彫
離
四
年
に
」
成
渦
ワ
し
が
伊
陽
平
十
一
年
…
四
工
丁
一
一
年
の
．
頃

　
元
人
の
琉
名
謬
字
を
咳
め
，
土
木
の
攣
の
本
紐
の
曳
を
訂
正
琶
ろ
こ
、
こ
纏
東

　
華
瓶
ロ
見
甲
い
曇
れ
こ
も
志
表
土
の
修
改
ざ
蕾
ご
は
・
災
F
明
丈
な
く
、
調
人

　
の
撰
着
に
も
亦
明
吏
ド
間
ず
る
も
の
少
し
。
光
陰
選
辰
の
漫
士
玉
吟
欝
が
後

　
に
官
を
以
て
軍
機
燃
に
出
入
ぜ
し
に
岡
艇
値
房
に
明
史
考
董
蒙
藍
掩
撃
帯
皮

　
谷
一
一
ふ
バ
ー
…
二
三
工
「
鋏
讐
一
九
〔
五
）
凡
二
百
ホ
ー
山
ハ
巻
あ
》
り
い
　
列
低
繊
自
鵡
略
㌦

　
其
ぼ
．
り
案
護
ほ
黄
戯
を
以
て
麟
書
ぜ
る
を
見
．
凝
藁
木
四
十
鹸
綴
ご
正
本
巾
訟

　
旨
一
鎌
脚
巷
一
　
一
八
一
1
三
一
一
八
爲
駅
巷
二
五
二
…
二
五
山
ハ
）
凡
二
｝
臼
六
巷
ご
を
得
糞

　
ろ
が
．
毎
讐
瑚
吏
巷
潜
考
誼
ε
題
亡
，
意
明
吏
各
巻
の
後
ド
分
附
ぜ
ん
こ
す

　
ろ
に
在
q
く
、
毎
採
麗
某
・
案
ご
解
し
．
他
吏
の
考
誼
ご
式
を
荷
ふ
也
り
。

ワ



侠
て
王
氏
に
互
設
勢
糊
革
製
編
入
6
て
四
豊
洲
巻
・
・
面
し
れ
為
二
昨
丙
辰

年
冬
月
秘
め
て
卑
属
嘉
紫
堂
よ
り
判
行
ぜ
う
も
の
即
ち
本
書
な
り
。
醸
し
て

取
図
り
巻
頭
に
ば
此
楽
歴
を
詳
叙
、
七
、
吹
に
攻
講
人
地
名
を
簸
む
，
各
懲
纂

輯
姓
骸
を
緊
げ
，
後
に
精
巧
の
本
官
に
入
れ
り
。
錦
本
題
は
翻
傳
第
一
の
后

妃
傳
よ
司
始
め
て
順
・
次
外
様
傳
に
滋
り
、
列
傳
弟
山
女
7
二
十
繭
二
四
を
以
て

終
れ
り
ゅ
鯨
榔
明
史
の
章
句
を
娼
け
、
蟹
懇
急
騰
多
く
の
輿
籍
よ
り
關
係
蟻

項
を
摘
属
し
て
補
正
に
資
ぜ
り
。
さ
れ
ば
罰
吏
本
轡
焼
讃
す
れ
ば
稚
る
所

少
か
ら
ざ
れ
こ
も
大
抵
雲
行
の
坐
料
よ
り
鱒
錐
貿
る
も
の
に
む
て
、
且
つ
託

　
　
　
じ
ノ

事
短
柚
密
な
る
を
以
て
、
蝕
り
に
多
♪
匁
を
期
得
諦
ヲ
ベ
か
ら
ざ
る
は
潰
｝
懸
な
d
り
。

劔
へ
げ
糊
鮮
傳
に
は
朝
鮮
艶
、
明
實
錐
、
大
庸
爺
郵
…
、
一
仙
就
憲
、
方
磯
ハ
絶
要
，

識
大
録
、
瑚
皮
無
事
庫
末
、
高
麗
三
等
を
二
本
榔
に
も
吾
攣
編
、
緻
通
考
、

淘
番
録
、
．
獣
縄
錐
、
識
大
錐
、
｝
就
忘
等
を
勢
獺
イ
・
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て

其
成
果
の
縄
も
推
察
ゼ
ら
う
る
穴
リ
ボ
〔
以
上
有
高
冒

　
　
　
　
鯵
9
期
き
、
、
・
轟
㌦
奇
、
鄭
、
詩
ミ
■
．
〇
三
H
ヨ
o
m
亀
フ
常
象
。
く
ρ
一
｝
盗
無
。
「
蜜

　
　
　
　
　
（
（
闘
同
三
三
〔
百
；
二
冨
蒙
y
．
Φ
H
，
の
5
、
箕
①
超
ぢ
回
ひ
）

　
ゆ
幾
史
の
｝
般
駿
勢
愛
器
の
概
要
を
知
得
妊
ん
、
こ
で
ろ
者
の
嬬
に
嫉
恰
好

の
…
窺
書
六
ろ
を
矢
は
ず
ハ
、
襟
に
中
漫
談
の
概
親
を
蓮
べ
れ
ろ
藩
頭
の
序
丈
は
、

儲
捌
な
れ
こ
も
能
く
臨
代
の
隙
與
相
を
握
め
る
も
の
ミ
・
し
て
奄
推
賞
す
べ
き
億
…
あ

ら
ん
叢
叢
す
る
な
り
。
本
塩
ほ
紀
元
三
九
五
年
皇
帝
ゴ
拓
9
ご
隅
隅
加
一
世
の

慰
落
に
・
窃
〆
、
羅
馬
帝
國
が
全
く
東
極
に
分
離
し
六
る
時
を
以
て
中
世
薄
塩

．
第
三
管
　
紹
介
　
灘
書

述
の
筆
を
灯
し
、
一
四
九
二
年
の
ツ
・
ン
プ
ス
新
大
陸
毒
見
に
終
れ
り
。
全

編
五
百
鯨
頁
章
を
分
つ
＋
一
各
掌
塗
翼
に
徽
節
“
分
ち
て
主
墨
な
る
事
象
を

訊
蓮
鷲
唄
。
中
世
一
般
零
こ
て
側
よ
り
完
全
逼
る
も
の
ミ
に
稗
・
↓
難
く
．

間
々
垂
婁
な
ろ
事
項
や
方
諏
の
紅
潮
さ
れ
れ
リ
マ
」
愚
懸
ぜ
ら
る
・
鐵
薄
き
じ

あ
、
b
ざ
れ
こ
も
、
白
蓮
高
明
隣
邸
｝
に
，
ん
て
頗
る
要
を
得
れ
る
も
の
子
、
い
ふ
。
へ

し
。
篇
中
幸
葉
の
地
翻
を
附
す
。
中
に
就
い
て
第
四
闘
前
方
敬
魯
の
毒
の

如
善
㌔
、
　
第
山
野
囎
悶
十
圃
肉
轍
紐
の
欄
巡
紘
閥
路
剛
圓
の
郎
・
さ
母
鳥
も
姪
比
興
に
㌧
し
げ
、
鼎
冊
も
一
喫
「

旗
者
に
山
巡
砿
る
も
の
鉱
り
。
只
本
書
に
籍
草
な
る
ビ
プ
3
労
グ
ラ
フ
ィ
の

附
ひ
あ
ら
ざ
ろ
に
、
一
般
向
の
著
認
れ
リ
ビ
す
る
も
聯
か
憾
み
こ
す
る
研
毎

り
。

　
　
　
　
翻
＼
ミ
亀
ミ
、
艶
隔
築
寒
㌧
ミ
＾
ミ
9
。
蜜
象
ぽ
弓
2
一
。
〔
｛
o
州

　
　
　
　
　
肇
き
剛
）
り
p
5
寝
虫
。
d
・
・
（
囲
㌧
回
。
∋
二
お
】
W
器
鋒
幽
毛
。
幽
間
H
。

　
　
　
　
　
男
9
言
コ
広
蓋
冨
δ
二
障
（
壱
①
碁
西
。
h
費
。
翌
σ
q
7

　
　
　
　
　
需
2
3
0
0
三
三
二
）
（
｝
一
一
葺
§
（
剛
O
o
ヨ
℃
醤
ざ
d
o
頓
ε
一
ゴ

先
に
同
ぎ
警
・
豪
授
及
｝
　
①
9
唖
飢
敏
速
』
共
に
9
↑
臼
コ
。
・
階
。
臼
。
『
。
剛
）
。
9
甲
洲

鵠
翼
9
）
・
●
二
巷
の
妊
署
を
公
に
ぜ
ろ
著
者
が
、
弱
毒
に
於
て
鼠
己
の
櫓
虚
し

れ
ろ
羅
馬
帝
・
國
の
三
夕
よ
り
十
へ
帯
紐
勅
頭
迄
F
蔑
ろ
時
期
を
自
己
の
意
見

に
よ
り
駄
洲
史
中
期
“
茗
附
け
、
該
時
期
に
於
け
る
一
般
史
的
墾
蓬
を
設
翻

し
こ
れ
を
溺
研
ド
こ
し
て
出
版
ゼ
る
も
の
郎
ち
本
書
熾
り
Q
通
者
が
在
來
の
嘩

優
災
近
世
災
の
鴎
期
眉
庇
を
燭
ひ
す
し
て
断
謂
中
世
期
亡
＋
六
七
世
紀
定
を

第
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